
葉樹はトドマツ・アカエゾマツ、広葉樹はミズナラ・シナ・カンバ類等との混交林で形成されてお山火事予消防パトロールを実

等注意喚起を行いつつ林道の点検を行い維持・修繕を実施しています。国有林と民有林等との境界を管理する境界線の巡視・調

生態と被害を調べるネズミの調査・エゾシカ影響調査・ヒグマ痕跡調査・希少野生動植物の発見・報告等、生物多様性の森林づ

す。 

での優先事項は、数年前から当署管内で大発生しているヤツバキクイムシによるカラマツ造林地の被害に対する対応で、被害拡

管理署職員が一丸となって収穫調査業務を実行しています。  この仕事で活躍しているのがＵＡＶ（ドローン）とＧＰＳ（ハン

被害地等の状況把握を行い、ＧＰＳと図面を使って山の中での現在位置や進行方向、調査範囲の確認を行うことにより、精度が

全装備は「ココヘリ」という物で、もし仕事中に遭難した場合でも、ヘリコプター等搭載の受信機へ電波を発信して位置を知ら

工林は約３割でトドマツ・アカエゾマツ・カラマツが主要樹種になっています。また管理区域には、阿寒摩周国立公園の一部が

昇中の「雌阿寒岳」などの風景林、５色沼と呼ばれる「オンネトー」等があり、春から秋にかけて大勢の観光客

         

                         

地
勢
と
名
所 

当
森
林
事
務
所
は
、
日
本
海

に
面
し
て
対
岸
に
奥
尻
島
を
望

む
道
南
地
域
の
西
側
に
位
置
し
、

海
岸
線
に
は
奇
岩
、
岩
礁
が
連

な
る
風
光
明
媚
な
場
所
に
あ
り

ま
す
。 

管
内
市
町
村
は
、
平
成
17
年

の
市
町
村
合
併
に
よ
り
八
雲
町

熊
石
と
せ
た
な
町
大
成
区
の
２

町
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

大
成
地
区
の
名
所
と
し
て
は
、

テ
レ
ビ
等
で
も
た
び
た
び
紹
介

さ
れ
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た

太
田
神
社
が
あ
り
ま
す
。
断
崖

絶
壁
に
ご
本
尊
が
奉
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
春

か
ら
秋
に
か
け
て
は
平
日
で
も

参
拝
者
や
観
光
客
が
訪
れ
る
観

光
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

        

森
林
事
務
所
の
特
徴 

 
 

一
方
、
熊
石
地
区
で
は
、
近

年
、
サ
ク
ラ
マ
ス
の
釣
り
場
と

し
て
、
冬
か
ら
春
の
間
、
多
く

の
釣
り
愛
好
家
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
近
隣
に
は
平
田
内
キ
ャ
ン

プ
場
、
平
田
内
温
泉
が
あ
り
、

さ
ら
に
そ
の
奥
に
は
露
天
風
呂

と
し
て
有
名
な
秘
湯
熊
ノ
湯
が

あ
り
ま
す
。 

       

管
内
概
要 

管
内
の
国
有
林
面
積
は
、
大

成
地
区
が
約
10
千
㏊
、
熊
石
地

区
は
約
16
千
㏊
と
な
っ
て
お

り
、
管
理
面
積
は
渡
島
署
内
の

10
森
林
事
務
所
で
も
最
大
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
半
が
遊

楽
部
岳
に
代
表
さ
れ
る
急
峻
な

山
岳
地
帯
と
日
本
海
特
有
の
巨

大
な
岩
を
積
み
上
げ
た
よ
う
な

岩
盤
の
海
岸
線
で
占
め
ら
れ
て

お
り
、
施
業
可
能
な
森
林
地
帯

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。 

管
内
の
森
林
施
業
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
に
下
刈
作
業
が
全

て
完
了
し
、
つ
る
切
除
伐
、
初

回
及
び
２
回
目
以
降
の
間
伐
が

主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な

業
務
と
し
て
は
請
負
事
業
の
監

督
検
査
、
森
林
の
調
査
や
林
内

に
あ
る
路
網
の
点
検
・
巡
視
、

境
界
の
保
全
管
理
、
自
治
体
・

事
業
体
対
応
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

 

昨
年
度
の
代
表
的
な
事
業 

前
述
の
と
お
り
、
当
事
務
所

管
内
は
地
形
の
性
質
上
、
地
盤

が
も
ろ
く
林
道
の
法
面
崩
壊
や

転
石
が
非
常
に
多
い
た
め
、
定

期
的
な
管
内
巡
視
が
必
須
の
業

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

熊
石
地
区
の
平
田
内
流
域
で

は
、
平
成
29
年
の
大
雨
に
よ
り

大
量
の
土
砂
と
倒
木
が
町
道
に

押
し
寄
せ
る
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。
現
場
の
直
下
の
河
川
に
は
、

町
内
の
飲
料
水
を
取
水
す
る
集

水
施
設
が
あ
り
、
被
害
が
拡
大

す
れ
ば
町
民
の
生
活
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
危
険
が
あ
り
ま

し
た
。 

ま
た
、
熊
ノ
湯
へ
ア
ク
セ
ス

す
る
唯
一
の
町
道
の
た
め
観
光

客
の
通
行
も
多
い
こ
と
か
ら
、

早
急
な
対
応
を
求
め
る
地
域
か

ら
の
要
請
を
受
け
、「
平
田
内
地

区
災
害
関
連
緊
急
事
業
」
と
し

て
、
渓
床
の
傾
斜
を
緩
や
か
に

し
、
下
流
の
町
道
を
保
全
す
る

た
め
治
山
ダ
ム
を
施
工
し
ま
し

た
。 当

事
務
所
で
は
現
地
の
状
況

変
化
を
早
期
に
発
見
で
き
る
よ

う
、
週
１
～
２
回
及
び
悪
天
候

後
の
定
点
撮
影
を
工
事
開
始
ま

で
の
間
に
行
い
ま
し
た
。 

       

ま
た
、
立
木
販
売
し
た
間
伐

物
件
の
伐
採
搬
出
が
集
中
し
た

た
め
、
昨
年
５
月
か
ら
今
年
の

５
月
の
１
年
間
、
監
督
や
支
障

木
調
査
等
、
多
忙
な
日
々
が
続

き
ま
し
た
。 

現
場
に
行
く
回
数
が
増
え
れ

ば
、
思
わ
ぬ
出
来
事
が
起
こ
る

頻
度
も
高
く
な
る
も
の
で
、
臼

別
流
域
の
支
障
木
調
査
中
の
作

業
道
上
で
、
親
子
の
ヒ
グ
マ
に

出
く
わ
し
、
親
熊
に
威
嚇
さ
れ
、

こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
く
る
素
振

り
を
見
せ
た
た
め
、
調
査
を
中

止
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

終
わ
り
に 

 
 

 

地
元
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が

り
を
持
ち
、
理
解
と
協
力
を
得

な
が
ら
、
地
域
と
国
有
林
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
貢
献
で
き
る
よ

う
に
業
務
を
進
め
て
い
く
と
と

も
に
、
こ
の
自
然
豊
か
な
森
林

を
後
世
へ
引
き
継
い
で
行
く
た

め
に
、
日
々
精
進
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

渡島森林管理署 

熊石森林事務所 
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